
試験日時 2013.5/15・5/16・5/17

場所 宮城大学　食産業学部

尿汚水量 容量１２０Ｌに６０Ｌ

菌製剤添加量 各120ｇ

設備 散気装置：各グリストレーター２基

ポンプ　　：安永エアーポンプ　

定格風量（L/min)200

製品名 水温 ＰＨ 備考

Ａ製剤 １.東和酵素　　ミタゲン菌（100億個/ｇ）　　Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ１６．４℃ 9.18 泡立あり

Ｂ製剤 2.　                               　Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ　 １６．０℃ 9.27 泡立ち極めて多い

Ｃ製剤 3.                                 　Ｂａｃｉｌｌｕｓ  好気性菌/　嫌気性菌 １６．２℃ 9.16 泡立ち多い

5/15 晴れのち曇り 最高気温　１８度 15:40 エアレーション開始

5/16 晴れのち一時雨 最高気温　１９度 10:00 １回目臭気測定（原臭・サンプル３個）

5/17 晴れ 最高気温　２０度 8:30 サンプル水温、ＰＨの測定

16:00 サンプル３個、臭気指数測定

    養豚所排泄物の分解実証実験状況



平成２５年６月
公立大学法人宮城大学
食産業学部環境システム学科

准教授　　笠原　紳

　　　　メチルメルカプタンについてはＡ社製剤が最も優れ、
　　　　硫化メチルについては３社製剤ともに優れた低減効果を示した。
　　　　一方、硫化水素や二硫化メチルは処理前よりも増加するなどの点も指摘された。
　　　　今回の実施実験においては、Ａ社製剤が最も優れているとの評価は妥当であると考えられた。

平成２５年６月
国立大学法人東北大学大学院農学研究科・生物産業創成科学専攻・
　食品機能健康科学講座・動物資源化学分野

教授　　　　齋藤　忠夫

メチルメルカプタンは、硫化水素、硫化メチルらとともに代表的な硫黄系悪臭物質として知られ、
悪臭防止法では、メチルメルカプタン臭は１号規制(敷地境界線の地表における規制）の他に
４号規制(排出水の敷地外のおける規制）の対象に成っている。
周辺環境・住民対策、作業員の健康への影響等の重要な問題となりやすく、
臭気対策として有効な対策が重要だ。

養豚所排泄物の分解実証実験　　～各製剤の悪臭除去効果の比較～

  　　メルカプタンと硫化メチルの濃度低減に有効であることが示された。　
　　　　今回の実験においては、３種類の製剤のうち、製剤Ａは、特定悪臭物質のうち、
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※規制基準※ 

※処理タンク内の臭気 


